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東 北 学 院 同 窓 会 宮 城 野 支 部 岩 切 T G 会 

令 和 7 年 度 第 1 回 役 員 会 議 事 録 
日時：令和 7年 1月 18日（土）13 時 30 分 
場所：岩切東コミュニティセンター大広間 

 

I. 出席者 

顧 問 赤間 次彦 幹 事 門間 榮一  

顧 問 兵藤  勲 幹 事 横田 恭治 

会 長 渡辺 敏之 幹 事 加藤 吾一 

副 会 長 吉川 時夫 幹 事 山田 定道 

副 会 長 永野 昌一 監 事 松谷 一夫 

幹 事 長 鈴木 健治 監 事 阿部 建夫 

会 計 嘉藤 和男   

II. 次第（司会：鈴木健治幹事長） 

1. 会長挨拶（渡邊敏之会長） 

明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。 

さて、年明け早々、嬉しいニュースが次々と舞い込んできています。松山英樹選

手が見事な優勝を果たし、なんと獲得賞金は５億６千万円という大記録！さらに

小深田選手と辰巳選手がゴールデングラブ賞を受賞しました。また、東北学院高

校は 37年ぶりで全国大会出場を果たしました。このように幸先良いスタート

は、私たちにも何か縁起のよさを感じずにはいられません。 

そして、今年は「巳年」です。金運や財運に恵まれる年と言われています。蛇は

脱皮を繰り返しながら成長しますが、その抜け殻を財布に入れておくとお金がた

まるとも言われています。このような話題をお守りにして、今年一年、TG会も

さらなる発展を目指していきたいと思います。 

今日は、総会を控えて、その内容の詰めをしなければなりません。どうぞよろし

くお願いいたします。 

2. 議事（議長：渡邊敏之会長） 

① 令和 7年度総会開催案等について 

 日時：令和 7年 3月 8日（土）13時 30分 

 場所：岩切東コミュニティセンター大広間 

 会費：5,000円 

 記念講演：阿部建夫氏「私の人生観／阿部家に生まれて」 

記念講演については会員以外の聴講も可とする。 
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上記①について、鈴木健治幹事長から説明があり、開催要領、総会次第ともに了

承された。 

さらに、大村信行会員宅が火事により全焼したこと、および伊藤和則幹事が転倒

により骨折され長期入院となったことが報告された。 

② 令和 7年度総会議案書について説明 

 第 1号議案「令和 6年度事業報告」 ···························· 鈴木健治幹事長 

 第 2号議案「令和 6年度収支決算報告」 ·························· 嘉藤和男会計 

 第 3号議案「令和 7年度事業計画（案）」 ····················· 鈴木健治幹事長 

 第 4号議案「令和 7年度収支予算（案）」 ························ 嘉藤和男会計 

上記４議案が承認された。 

③ 「令和 6年秋のゴルフコンペ」及び「五橋キャンパス見学」について、レポー

トの配布をもって開催報告に代えた。 

④ 旅行会について 

参加者増が見込めない事、幹事の負担が大であることから、旅行会を見直すべき

ではとの意見が出された。今後において、継続するべきかどうかについてさらに

協議を重ねる必要があることから、取り合えず令和７年度は中止とするが、協議

を進める上での「たたき台」として検討項目を以下に記す。 

A) 旅行会の継続について再検討する 

▪ 旅行会の意義や目的を改めて確認し、それが現状に会っているかどうか

を話し合う。 

▪ 「無理して続ける」と言う形になっていないかについて、役員や参加者

の声を集める。 

B) 形式や内容の変更 

▪ 旅行を必須とせず、日帰りイベントや近場での活動に変更する。 

▪ 費用や時間の負担が軽くなれば、参加者が増える可能性がある 

C) 事務局が支援できる部分を明確化 

▪ 幹事の負担が具体的にどの部分にあるのかを洗い出し、事務局がサポー

トできる部分を検討。 

▪ 例えば、予約や連絡などを事務局が補助する形で幹事の負担を減らせる

かもしれない。 

D) 旅行会の休止または中止の検討 

▪ あえて旅行会を一度休止し、代わりに別の形での交流を図る。 

▪ 必要性が薄れた場合には、中止を選ぶことも一案。 

⑤ パークゴルフ大会について 

旅行会の代替イベントとして、パークゴルフ大会を開催したらどうかとの意見が

出された。今後の協議を経て、開催の有無を決定することになるが、パークゴル
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フの持つ魅力や、大会開催にあたっての留意点について事務局にてサーチしたの

で、その結果を以下に記す。 

A) 手軽に参加できる 

▪ 道具のレンタルがある施設も多く、初心者でも気軽に楽しめる。 

▪ 特別な準備が必要なく、体力に自信がない人でも参加できる。 

B) 幅広い世代が楽しめる 

▪ パークゴルフは年齢や性別を問わず参加できるスポーツ。 

▪ 交流のきっかけになりやすく、和やかな雰囲気を作るのにぴったり。 

C) コストを抑えられる 

▪ 旅行よりも費用が抑えられるため、負担が軽くなる。 

▪ 日帰りで開催できる点もメリット。 

D) 会場選び 

▪ アクセスの良い施設を選ぶことで参加者のハードルを下げる。 

▪ 初心者が多い場合は、難易度が高すぎないコースが良い。 

E) 参加を促す工夫 

▪ 半日程度で終わるスケジュールにすると参加しやすくなる。 

▪ 競技終了後の軽い表彰式や懇親会を開催することで、さらに交流を深め

られる。 

▪ 家族参加OKとすることで、参加対象が広がる。 

▪ 景品やお土産を用意して 7「楽しみ」を増やす。 

III. 会計監査 

会議に先立ち、松谷一夫監事、阿部建夫監事による会計監査が実施され、令和 6

年度収支決算報告について、すべて適正であることが認められた。 

以上 

配布資料 

① 令和 7年度総会次第 

② 令和 7年度総会議案書 

③ TG岩切同窓会 これまでの講演について 

④ 令和 6年度秋のゴルフコンペ 

⑤ 東北学院大学五橋キャンパス見学記 


